
1992060074.TIF

特別連載発展途上国のピジネス・グループ第 7回韓国，11111111111111111111111111111,11111111111111111m11111111111111111111,11111111111111111111111m1111m11111111111111111111111111111111111,

フッキー金星グループ

ーー財閥体質の改革を目指すー一

谷 浦 孟一孝
13

雄

はしめに

I ラッキー金星グ）レープのあらまし

II 財閥U)支配構造

III ラッキー金星クループ成長のタイナミズム

結ひに代えて

はじ め に

韓国の工業化が財閥を軸としながら展開された

ことは広く知られている。ところで，当の財閥は

自らを財閥とは称せず，企業グループと呼んでい

る。韓国政府も公式には企業集団という。財閥は

マスコミを中心に使用されている通称である。と

はいえ，企業グループ（集団） ＝財閥であり，こ

れらは別個のものとみられているわけではないこ

筆者は概念としてはこれらを別個のものとみた

らどうかという仮説を持っており，アイデアのみ

簡単にポしたことかある。すなわち，理念的には

グループ会長（以 F，単に会長という）とその家

族が所有する株式と，それを根拠とする会長の排

他的グループ・マネジメントの体系を「財閥ーと

し，この財閥に→じ支配される企業群を可企業ク

ループ」と定義することて，財閥と企業グループ

を区別することができる， とOi:1 i 0 

なぜ財閥と企業グループを区別しなけれはなら

ないか。企業グループを形成する人間集団の中核

に特定の血縁集団が存在し，その優越性は公然た
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る事実として認められている。一般的にはその血

縁集団は公式の組織（たとえば持株会社あるいは門

中なとの結社）を持っていないこ公式には法人と

しての企業の組織が存在するだけである 2 さらに，

その血縁集団の優越性が抜きんてていて傘下企業

の自律性か全く認められないような場合には、あ

えて財閥と企業グループとを区別することは無用

のことかもしれなしら

個別企業の成長と企業グループの拡大ぱ，非血

縁の経営要員と外部資金を広範に動員することに

なる。動員される血縁の範囲か広がり，婚姻なと

の形て外部の優秀な人材の r血縁化ーも図られよ

うか，経営要員の需要はそれては到底まかないき

れないからてある。非血縁の経営要員か血縁集団

に対抗する派閥を形成することはさしあたり問題

外であろうが，非血縁の経営要員と血縁集団との

間の関係をどう調和させるかは企業経営の菫要課

題となる。いったん重役として処遇するとなると，

非血縁の経営要員の昇進径路か公然化・自律化の

傾向を持つことは自然の紡いてある e このことは

逆に企業グループ内における血縁集団の位置づけ

を再定立させる契機となるっ

事実，韓国の企業グループはその拡大過程て，

血縁集団のクループ内における主導権の確保を図

るへく絶えす経営組織の再編成を行なってきた。

このような動態過程か韓国の企業グループの活力

rアシア経済』 XXXIII-6(1992.6) 
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の淵源であり、同時に目覚ましい韓国の工業化の

裏面を彩ってきた。財閥と介業グルーブの区別は會

韓国の企業グループの構造とダイナミズムを理解

するうえで重要な鍵を提供するかもしれなし＼ノ

血縁集団てある財閥か次々と企業を生み出し，

それが財閥の拡大再生産を促す．3 一方個別企業は

財閥を親として誕生しながら． ・人立ちへの志向

と力を着実に蓄積する。役Hを終えた親か，成長

したり）負担となるのかそれとも芙ししヽ思し i出に

昇華していくのか，韓国の財閥はいまそこまで間

われる段階に全っている。

(ii: l) 谷浦孝雄『韓国の l：業化とl開発体制』アシア

経済研究所 1989年 8:3ヘーシ。

I ラ ッキー金星グルーフのあらまし

1. 創業から金星社の設立まで

ラッキー金星グループは韓国の 4大グループ(/)

ひとつてあるが，他の 3つ（現代， ．．．星， Ki'）に

比べ話題にのほることか少ない。しかし，規模や

重要度て決して劣るものてはない。石油化学と家

電の分野では他の追随を許さない地位を占めてい

る。歴史の長さからみても三星と双璧をなし，産

業投賣や経営の展開0)面ても韓国の企業クループ

の示範的役割を果たしてきた。

創業者である貝｛：合の足跡は，韓国南部の慶尚

南道の農村の生まれということから始めて，ご星

0)李長詰とよく似ている。日本の統治時代に商業

活動を広く展開し，集めた金で農地を買収，その

末期にはかなりのl：地をP斤有するに全っているこ

李兼詰は地じだった父親からの相続財産か几 fて

あり，田:合は裕幅たった妻の実家からの支援か

大きいが，農業から商業への転身か企業家として

の素地を築くこととなった。

日本の植民地支配からの解放は，韓国の多くの

人々に企業経営への機会をもたらした。帰属企業

体（日本人からの接収企業）の払ドかそのもっとも

大きなものたったか，李乗詰も貝イ：會もその恩恵

にあずからなかった。李乗詰は解放後も商業活動

を続け， とくに朝鮮戦争の最中には貿易業によっ

て財をなし，戦後それを元手に製糖業を起こし産

業への参入を果たした。貝仁會は解放後の混乱も

覚めやらぬ1947年に早くも化粧品製造メーカーて

ある楽喜化学工業社（後の昧ラソキー）を設立，

産業界への一歩を記した。韓国の 4大企業グルー

プはもとより， 30大企業グループをとってみても，

もっとも早い産業界へのテヒューと思われる。

産業界へのテピューといっても，他の化粧品会

社て慟いていた技師がクリーム製造のノウハウと

原料の所在に関する情報を持って飛ひ込んできた

U)かきっかけであり (:tl)，多分に偶然の産物たっ

た。貝1合の側には，何か新しい事業を展開した

いという怠欲こそあれ，化粧品の製造販売に関す

る知識など全くなかった。 L場というのも 1ri宅0)

土釦こ簡単な装置を据え付けたたけの文字とおり

の「家内」工業たった。

クリームの容器を改善する過程でプラスチック

に関する情報を得た具仁合は，プラスチック加上

業への進出を決断する。射出成形機 lセットをア

メリカの業者に注文するだけのことだったか、当

時の金て30億：の投資は具イ：合にとっては少なく

ない額であり，朝鮮戦争真っ只中の1951年という

時期を考慮すると，かなりの決断たったことは間

違してなしピただ，投資の多くを外貨（じ Sトル）

て行なわなけれはならす，当時の韓国の外貨事情

に鑑み，政府部内に一定の女援勢力の存在が想像

される。ラッキー金早グループは今Hに至るまて，

との政権とも顕著な結ひつきを感しさせない企業
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クループのひとつであるが，それなりに摩擦を起

こさない配慮あるいはパイプは常に用意されてい

たのであろう (9

プラスチック9JIll．．業への進出とともに，楽喜化

学工業社は本格的な工場を建設する。そして工場

が完成すると，化粧品部門を清算，歯フラシ・食

器類等のプラスチ、ソク製品9JIII業に専門化する 3

哺f下を貸してけ屋を取られる」という眩てはな

いが，クリーム容器の確保のために始められた事

業がそれ自体＾人歩きすることになった。しかし、

これを契機にラッキー金星グループ飛躍の枯礎か

築かれることになった。

朝鮮戦争後の復興過程て，プラスチック加工製

品の需要が急速に拡大した・a ：梨召化学工業礼は没

備を増設し，さらに新工場を続々建設した。フラ

スチック加工の分野て製品の種類を多様化する一

方， 1955年には歯磨粉部門を設立するなど新業種

にも進出していった。 1959'<lには楽喜油脂 l：業を

新設し，石けん製造に乗り出しに。

プラスチック加工から歯磨粉，石けんへの多角

化は，同じ化学 l^〗業であるとしヽうはかりてなく，

恥料を通じてf1|liに関連する側血かあり．この展

開は比較的理解しやすい。しかし， 1958年の金星

社の設立は全く未知の電機産業への進出という点

て，ラッキー金年グループの成K史において，ひ

とつの画期をなす出来事であった。金星H.U)，没 I9/

目的である真空管ラジオの製造は，楽喜化学工業

社の経営とはほとんど関連するところがないよう

に忠われる，，『ラッキー40年史』によると，位犀

社設立推進者はその理由のひとつに「ラシオケー

スはプラスチック製品であるから自分の技術で成

し遂げられる部分が多い」ことを挙げたとしてし、

る川 2)。現実の問題として危早社のラシオ製迅は，

当初は主要部品の大部分を輸人に依付したから，
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韓国，""""""""""""'""""'""'"'"""""'""'""""""""""""""""'""'""'"""''"""""""'"""""""

金星社の付加価値はまさしくラシオケースから生

したといっても過言ではないかもしれない。

ラッキー金星グループの 2大中核企業である楽

喜化学」．こ業社と金星社はこうして1950年代に姿を

みせたが，金星社のほうは全くの不振続きでいつ

廃業するかを決断するばかりという状況のもとで．

朴Il漢似仰こよる軍巾クーテタの勃発という独立後

の韓lt|U) 大政変を迎えることとなった。

2. 4大企業グループヘの浮上

軍事政権と貝イ：會との最初の出会いは，「不正

蓄財処理問題」をめくってであった。 1961年， ，,1f

事政権は過去に脱税や旧政権との癒着を通して

「イ迂正に」蓄財した企業家を摘発し，追徴金を課

すことにしたが，！！｛，合は不正蓄財企双家リスト

30名中0)第13位に夕ljせられた。当時の韓国の有数

の企業家かほとんどみなリスト・アップされてい

たことを考慮すると，不正の事実があったかとう

かということよりも， ILI体制のもとては政権と抱

着することなしに企党家として成功するはすがな

いという一般的な認識に基ついてとられた措憤と

いえるかもしれなしい

リスト・アップされた企業家の多くは，いわゆ

る三白」：業（アメリカの余剰農産物援助として供給

される小麦・綿花•原糖を加工する製粉・綿糸・製

糖___[_業）に基盤を持っていた。彼らか 1濡れ手に

粟」 U)ことくに儲けていたこと，そ 0)ような地位

を維持するために政権内の有力者に多額の政治献

金を与えていたことは．軍事政権の指摘したとお

りたったと思われる o nf:合の楽喜化学工業社も

原料の合成樹脂や油脂を援助物資として供給され

ていたから，三白工業ほどの華々しさはなかった

かそれらと同様の条件にあったことは間違いない。

統＾連動を中心とする在野の政治泊動を封じ込

めることに成功した軍事政権は，その後最大限の
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エネルキーを経済建設 L業化に注ぎ込むように

なった。経済企画院を新設して「第 1次経済開発

5カ年，J両」の作成に‘りたらせる一JJ.L業化の

実際の担い Fを誰にするかを旱急に決定すること

に迫られた。

初期の朴政権は国家主導への強い｛頃斜かみられ

た。銀h0)国常化がそ0)象徴てあり．そのほかに

も国営あるいは公営企業か多数設立され，基幹産

業の建設に従事した。しかし，国家経済の基本的

な枠組を1li場経済におかさるをえなかった0)も事

実である。そもそもアメリカの支持U)もとではし

めて国家として {f続しえたという制約かある。反

共を旗印にした政権が自由企業を古定するわけに

はし)かなかった，

いすれにしても，朴政権はイ<ll:．蓄財企業家から

追徴金をとる政浪を変吏して，彼らに指‘疋した上

場を建設させるごととした。「澗する 1 ことから

| i舌川する」）Jlhjへ転換した U)てある。対象企業

家たちは「韓国舒済人協会」（後の全il1経済人迎合

会）を結成し，政府のこのような政策転換に積極

的に呼／心することになった。朴政権と {l力企業家

集団との協カ一癒着関係はここに出発点を持つ。

田．．合は＇屯線製迅［場の建設を指定され， 1962年

に韓国ケーブル」：業（後の金星電線「業）を設立し

朴政権の期待に1心えた，．，

朴政権のL業化政策は強｝］な国内市場保護0)桔

i代を作・）に輸人または米軍枯地から流出しにラ

ジオとの競争に悩まされていた令星社はこれによ

って息を吹き返し，以後急速に拡大する兜機を得

た。ラシオを農家へ贈る連動なとも令星社に出い

風となったことはいうまでもない。朴政権との協

J J!½l係かラッキー金早クルーフの成」いi)背景にあ

ったことは間違し辺ない。

1965りのII韓LI,・I交正常化を契機こして海外から

の商業椙款0)サ人が（1り発となった。翌年に発足し

た「第 2次経済開発 5カ年叶画」以降は，当初の

朴政権内にあった国家上導の傾向か人きく緩和さ

れ，産業建設は基本的に民間企業に任せられるこ

とになった。外国から資本や技術を導人する追か

大きく開かれた結果，民間企業の前には広大な機

会が出現した。野心に満ちた人々か叫日の大企業

家を夢見て産業界へ乗り込んできたのも無理はな

し％

韓国経済人協会のイi)）メンバー，かつて (})1<Il•O

蓄財企業家のすべてか朴政権0)工業化政策のもと

で成功したわけではなしヽ。むしろ低迷，不枷状態

に陥り脱落していったのか大部分である。代わっ

て現代，大オ，双龍．鮮京なとが瞬く間に 1、ップ

グループに浮上した。イ汁正蓄財企業家のなかでト

ップクループに残ったのは李北品の『4 と！！i：合

0)ラッキー金昂グループたけだった。

ラッキー令吊グルーフは，楽喜化学＇．工業社を源

とする化学上業糸列と金星社を頭とする電機1^業

系列の二手に分かれて，次々と新製品を開発して

いった，どの系ダljも韓liil経済にとっては新しい分

野てあり．開発すれば独占の利益が得られた。資

本と技術を提供してくれる外IKl企業さえ探せは事

足れりといった状況だったといっても過はではな

し、。たから，何の実組もなしヽものでもチャンスが

あったというのも事実であるが，実績のあるもの

かそれを梃fに他の分野に乗り出すほうがいっそ

う有利だったごとはいうまでもなし)り

化学工業系列ては，楽喜化学．工業礼と楽自油脂

l業(})2社によって広く日用't活用品を開発する

とともに． 1962年に楽喜ヒニール工業． 67年に湖

1¥"i精油を設立し、石油化学上火の川 lに向かって

---貫体制の形成へ進んでいった。装謹産業におい

て付加価値を最大限に確保するための必然(})}しみ
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といえよう。

電機工業系列では． トランジスタラシオから始

まって電熱器・扇風機・洗濯機・冷蔵庫などの家

屯，テープレコーダーやテレヒなどの音評機器，

電力計・変圧器・電話機などの産業用電気機器を

次々と開発した。多種多様な商品の開発において

パイオニアの役割を果たしたか、経営の中心はラ

ジオからテレビ， VTRへと続く大量生産品目で

あった。これらは輸出i要商，’,｛，として197(）年代0)

ラッキー金星グループの成長を主導することとな

った。総合商社である半島商事（後のラッキー金

岸向事）の成長はこれを背景とした。

3. ラッキー金星グループの現況

介業グループの範囲（系列企業）をとこまて人

韓国，""'""'""'""'"""'"""'""""'""'""'"""""""""""""""""""""""""'""""""'""'"""'""""'"

れるかは資料（こよってまちまちである。与信規制

政策（クループ別銀行貸出限度制度）を実施するた

めに，韓国政府（公正取引委員会）が毎年発表し

ている＇大規模企業集団」リストによると． 1991

年のラッキー金星グループの系列企業数は62であ

る。前年より 4つ増加している。リスト・アップ

された6]のグループ中．第 2位の現代グループ(})

42をはるかに凌ぎ．だんとつである。

韓国政府がラッキー金柑グループ(})系列会社と

している62社の内容に関する資料を入手していな

いので， とりあえす手元(})韓国経済研究所『 l：場

株式』ソウル 1988年版（以下，『 l：場株式』 U)，}|

用にあたっては編者・出版地は省略）によるラッキ

一金星クループ(})87年現{t(}）620)系列企業につい

第 1表 ラソキー金岸グループ系列企業の菜種別分布 0987年）

業

化学

金属

電機

精密機器

雑貨

建設

運輸

種 企 業-ー•.，．．． —- 9 --．． ----- ．．ー・・••一---- .• ．一竺

淋ラノキ ， ノッキー索材，フ／キー石油化学，湖南精油，世邦h油，信正油業，—二）;(

い油，ラッキー油化

韓国鉱業製錬））曹三宇特殊金属，喜星金属工業，ラッキー・ティー・シー・シリコン

金星社，金星産電，金星アルプス電子，金星ポスター，吊窯社，金柑マイクロニクス，金

早ハニウェル、金星屯線，金星光通｛パ，金柑通信，金¥部品，金崖白販機，金柑精密，金

星電気．金星計電，金星機電，金星半導体．国際電線．金星日立システム，金星包装

金星医療器．金星ロートレソクス，韓国海洋汚染防除，金星特殊機器

半島スポーツ

金星通伯工事，ラッキー開発．｛印正開発

大韓油槽船．湖南タンカー

エネルキー 判水エネルキー． i[l点］カス

技術サーヒス ラソキーエンシニアリンク，金杞ソフトウ -Lア

情報サーピス ラッキー金星経済研究所， STM

廂業 ラ、、1キー金吊麻事，喜吊呼業

広告 Iぷアド

レジャー ラッキー金星スホーツ

金融・証券 金吊ファクタリンク． L(；佑用カード．ラッキー投資諮I/¥J, ラッキー証券，汎韓火災海 l̂
保険2)．金’［投資金融，釜山投白金漁．釜民相互信用令1小

分類不明 韓国エンゲルハート＼盛湖企業
.．．．． --• • ー・・・ ー ・・・・・・・・ 一一・・--・・・ヽ・・・ ・・・・・・• - ...．．．．．- -→ 

（出所） 韓国経済研究所『上場株式』ゾウル 1988年版。
（注） I) 1989年，昧ラッキー金属と商り変更。 2) 1988年．ラ 1 キー火災洵上と商号変更。
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て業種別に分類すると，第 1表のとおりてある，； 範囲をとこまてとしているか，『金星社25年史』

ラッキー金界クループ自体は自己U)系夕lj企業の 0985年刊）りi:｛)と『ラッキー40年史』 (1987年fl])

第 2表 ラッキー金星クループ0)系列企業

企業名
竺
一

,-

材

り
一
種

造

索

ゥ

製

械

新

万10

蓑

類

類
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化
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＇

，
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設
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精

化

機
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一

易

機

害

業

信

油

油
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（

総

ヶ

貿

屯

損
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通

石

石

証

通

高
ー

853200010840039200749950628875600

＿虹一門：；
L

L
広

麟

030780lgo000860700290050330300500

9
,
L
ふ

L
▼
広

L
,
9一
ふ

業

1
0
4
3
3

従金

-700100758637217650215440405880329

-m-2

ふ

L

L

~
，

9

，
今

的

加

国

噂

崎

国

隣

国

碑

國

[

年‘立
,＂"＂疇
一
倉
―一

1. 誅ラッキー

2. 国腔屯線

3. ラッキー金星商事

4. 金吊ti
5. ラッキー火災海上I)

6. 金星電線

7. 金星部品

8. 湖南精油

9. ラッキー素材

10. ラッキー証券

11. 令吊通f:1

12. ラッキー開発

13. 全がアルブス電子

14. （株 L(；流通

15. ラ、Jキー令／1l1")

16. 釜山投資金融

17. 金星計電

18. 金星精密

19. ラッキー石油化学

20. 金星機電

21. ラッキーエンジニアリング

22. 金早1/i報通i,；
23. 金J[Jヽ ニウェル

24. L(；アト

25. 閻水エネルギー

26. 金星ソフトウェア

27. ラッキー金星経済研究所

28. 昧 STM

29. 金星産電

30. ラッキー油化

31. L(； ｛,ilf]カード

32. fc+吊観光開発

33. 金¥エレクトロン

1969 

1970 

1971 

1 971 

1973 

1974 

1976 

1978 

1978 

1978 

1979 

1984 

1984 

1984 

1985 

1986 

1987 

1987 

1987 

1988 

1988 

l989 

475 

250 

106 

600 

150 

240 

100 

1, 100 

]50 

55 

350 

60 

10 

240 

10 

10 

36 

415 

1,325 I 5,329 総合建設

3, 450 I I, fi77 屯子部品，金型

2, 130 I 2, 3:12 スーパーチェーン

1, 760 I 6, 69:{ 製錬，金属加工

90 I 1,014 短期金融

2, 300 I 1, 700 産業用電気機器

1,330' 496 計測機器

500 ー 石油化学

2,000 1,450 昇降機電子機器

685 1. 016 総合技術用役

2,800 • :{, 000 !＇屯子交換機

650 I 510 f'l動制御機器

360 I 1,285 紐合広告代理

270 I 2,:l2l l LPG輸入販売

389 I 195 iコンピュータソフトウェア

85 28 i経済産業分析

1. 200 I 
514:情報処理

4, 380 I 4, 430 i総合電子機器

220 I 674 I石油化学

640 

30 

8,500 I 金融サービス

レジャー

1,0041 -t導体

（出所） 叶叶合が／會長室『卦ヲl金Jt'199l』［ラ、、Jキー金星1991] （以 I¥ 『ラッキー金星1991』として引用）

ソウル 1991年。

（注） 売上高は1990年。資本金と従業員数は．原資料にぱ明ポされていないが1991年のものと推測される。

ーは原資料に該当数値なし。

1) 1988年．汎韓火災海上保険より商号変更。 2) 1989年．韓国鉱業製錬より商号変更。

77 



1992060080.TIF

特別連載発展途上国のビジネス・グルーブ第 7回

に掲載された子会社，姉妹会社リストによってみ

ると，前者が25, 後者が27である。そのうち両者

に共通する企菜か22ある。（株ラッキーか［会tlと

呼んてしヽるラッキー石油化学，ラソキー・ティー

・シー・シリコン、ラッキー・）ヽイオテク U)3社

と金星社か協力公社と呼んでいる星窯社，金星ポ

スター，金星マイクロニクスの 3社はいずれか一

方にしか登場しない。

系列企業に対する認識か政府とかなり格差があ

ること． クループ内てさえ若lこの視角 U)凡かある

ことか窺える，， l叩1年にラッキー金年クループの

会長本か発Fllしたグループの案内llltfによると，

同年 4月現{「U)i要系列会社の数は33てあり 'l1119 

その設立年順の概況は第 2表のとおりである。

（注 l) e-1•9140年史編纂委u会げi -／140年史』［ラッ

キー40年史］ （以卜•,『ラソキー4(）り史』として4|Itl) ソ

ウル 1987年 117ヘーシc

いi.2) |99l |，;： 179ペーシ。

いi:}) 釘1!/:125年史編纂委U会『令射/:I25り史』

（以卜，『令JI't|25り史』として4| Ill)‘／ウル ］ 98511ぃ

(ii 1) ,'| 4砂＇／台長室『叶 Il金早199]』（以 l‘.「]

＇ノキー金星 1991』として'}|）ll) ソウル Hi9] l.J.o 

II 財閥の支配構造

ーー所有と構造

1. 系列会社に対する株式所有関係

ラッキー危ぃグループの系列企業のIiJHi関係を

f几の資料によって確認してみよう。大信経済研

究所『上場会社投資カイト., 1991年秋季版に記載

された大株l・：を会社別にホすと，第 3表のとおり

である。

第 1にitllされることは，個人株iかほとんと

登場しないことてある。ラッキー火災向 l.t)) i i,t 

錫源はか！たけてある。ラッキー火災泊i卜はもと

78 

韓国，'"""""""'"'"''"'"'""'""'"'""'"""'"'"'"'""""""""""'"""""'""'""""'"""'""""'"''"'"'"''

汎韓火災海上保険という独立系の保険会社であっ

たものを， 1970年にラッキー金早グループが人手

したものてある，徐氏らの株式1祈fi比率はH.7~、ト

と高いが，紆営帥には名をみせていない。 i余錫源

はラッキー令lt＇クループ 0)系列企業である湖IYI精

油の創立時の利Kてあった徐廷貴氏の親族てあり，

引き受け当初から経営には携わっていない。・ •般

()）個人株主はともかく，削業者の親族が全く大株

主のリストに姿をみせないのは，―創業者一族に

よる企業支配」という韓国財閥に対する一般I))イ

メージにそくわないり

しかし，これは『 l．場会社投資ガイトn U)叫載

漏れというわけてはない。 1982年現在のラッキー

金星クループの13の上場企業について持分関係を

調査した服部によると，大株主として創業者の

「親族」が登場するのは，（株ラッキーの13.66ぷと

汎韓火災甜 1保除（ラ、1キー火災海上） 0)28.5:{宮

だけである，， 13tlI))総貨本金額に対してはわすか

3.25ぷにすきなし山11)。 5年後には前者から親／j欠

の大株tは姿を泊している c

上述の服部の調査によると，クループ内上場企

業に対する持分は10大グループI))なかでもラッキ

一金尾クループは大宇グループO)l.06セ、二に次いで

少なし％ちなみに10大グループ平均ては13.33~ふ

最高は韓進クループ1))26.02匂であった。

グループ内の中核企業（ラッキー金屋クループの

場合はすべて 1J易介北てもある）に対するfllj笠行親

族の株式所有が最初からこのように少数だったと

は思われない。『 l：場株式』 1980年版によると，

半島商市（現ラッキー金星商事）には「具滋斗ほか

29人か13.5年，また金早社には―具滋曝ほか82

人」が12.8らの株 j-＇として登場していたし；このこ

とは育本金か増額される過程で株式の分散か進h

していったことを,J;している。
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第 3表 ラッキー金星クルーフ上場企業の大株主 (1991年）
9ーっ—. ~9  

企 業 名

1. （株ラッキー

2. ラッキー金星商事

3. 金星社

4. ラッキー火災海上

5. ラッキー素材

6. 金星電線

7. 金星通信

8. ラッキー開発

9. 金星部品

10. 金星機電

11. ラッキー址券

12. 釜山投資金融

13. 金星壮電

14. ラッキー金属

15. 国際電線

株主総数

25,433 

15,226 

59,618 

l, （）93 

2,931 

5,731 

342 

5,506 

4, 498 

997 

456 

2,495 

l. 048 

1,004 

大株主とそのシェア（％）
------~------- --

国民投資信託(4.2)，大韓教育保険(4.2)，大韓投資信託(3.2)

金星社(9.4)，金星産電(1.9)， ラッキー開発(l.2)

昧ラソキー（6．4），大韓教育保険(3.1)

徐錫源ほか(14.7)，ラッキー索材(5.0)，金星アルプス電-f(4.l) 

昧ラッキー(33.3)

日立電線(12.9)，金星社ほか(11.9)

シーメンス (7.5)

昧ラッキー (l1.8)，金星社(9.ll 

金星通信(25.9入金星社(18.4)

三菱電機(14.3)、ラ，；キー金星商事(8.7)，金星通信(7.8)

昧ラ、Jキー (6.1)、ラッキー開発(5.5)

昧ラ，／キー(9.0)，束明文化学院(8.8)，ラ・1キー金星商事(8.4)

富士屯機(29.5) 

金星電線09.4)、韓国産業銀行(15.7) 

ラソキー金属(19.7)，金星電線(17.9)，大韓電線(7.3)

（出所） 大信経済研究所『上場会社投資7}Ol三: [上場会社投資カイト］ （以下，？上場会社投資ガイト』とし

て引用）ソウル 1991年秋季版c たたし株t紐数J)みぱ韓国経済研究所『上場株式』ソウル 1988年春

季版による。 ▼ 

（注） ーは原資料に該当数値なし c

実例として，ラッキー金星グループの母体であ

る（株ラッキーの株式について，手元の資料か明ら

かにする範囲で，その分散過程を追求してみよう，：

昧ラッキーは1947年に楽喜化学工業社の名て創

立されたか， 66年まで具仁合の個人企業のままた

った。『ラッキー40年史』をみると，会社として

の資本金は1962年の3000万：オを出発点としている

が，これは実は62年株式会社として出帆させたf

会社の楽喜ビニール工業の資本金額てある。 1966

年に楽喜化学工業社を株式会社に再編したとき，

このf会社の楽喜ビニール工業に楽喜化学工業社

を吸収させる形をとったため，形式的に（ま昧ラッ

キーの出発か62年になっているわけてある-

楽喜ビニール＿］こ業創業時の株式分布は｀貝仁會

51. 9ぷ，その他の貝氏親族21.6亡卜，謹準九21.l 

む，その他の許氏親族2.9;;',らその他2.5ぷてあっ

た叶 2)。具氏が73.5ぷ，許氏が24.0ぷであり，そ

の他は名目はかりの出資てあったっ楽喜化学工業

社と合併されるまで｛こ楽喜ビニール工業は資本金

を次々に増額し，昧楽喜化学工業社として再編成

されたときは賓本金 2億：オであったいい）C・

昧楽喜化学工業社の上場は1970年であり， 74年

に昧ラッキーと商号変更した 2 手元の一番古い資

料てある『上場株式』 1976年下半期号によると青

76年 6月現在の昧ラッキーの株主数は1871名であ

り、大株主として「具滋曝ほか47人ー 21.7~，；，韓

国開発金融7.4い蓮庵文化財団5.6ぷが示されて

いる， r貝滋曝ほか47人→が何を表わすのか明ら

かでばないか，具氏親族あるいはこれに許氏親族

を含めた具氏一門の株主を指すとみるべきであろ

う。とすると。 1962年廿時 (66年においても同様

たったと思われるか）の具氏一門の圧倒的所有か
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大きく縮小したことになる。

その間の株式分散の原因となった出来事を抜き

出すと，まず1969年の蓮庵文化財団の設立かある。

この年，貝{`合は自己の所有株式約11位＇朴 l‘りの

うち 8位'1fll‘片を出捐して蓮庵文化財団を設立し

た。残余は彼の死後， f供たちか相続したとい

ぅぼ4)。 8億？といえは．当時の楽喜化学工業社

の資本金 5億3600万Cパの1.5倍に当たる。蓮庵文

化財団はいわば具氏の「族産」てあるから正確に

は株式の分散には昔たらず，むしろ「凍糸，［」を迎、

味するものといえる。

197(）年の 1場か株式分散の第 2u)兜機てある，9

韓国の「企業公間促進法」 (1972年liln:)によれは．

上場の要件のひとつに同一人りl5)の株式所有50；ぢ

以下を挙げている。昧ラッキーはこの時に増資等

の補完措置をとっていないので，それ以前にすて

にこの要件を充たしていたことが知られる

先にみたように，服部によると，（松ラッキーの

株式に対する貝氏一族の持分比率は13,66らにす

ぎなかったっさらに，『上場株式』 1988り作季版

によると，（株ラッキーの1987年12月現在の株主総

数は 2万5433名で，大株主としてソウル信託銀わ

12$は，長期信用銀行12,8ぷのみを挙げている。

1976年に比べて資本金は32倍以上，株主数は13倍

以上となり，人株主リストから具氏の 1"lや 1放

産」 U)名かii'iえ，金融機関が登場している。

ラッキー金柑クループの母体である（仰ラッキー

の株式所有において削業者一門の占有半は糸りlj会

社の持株を含めても，最近まで政府の公式的な系

列企業の基準とされてきた30~く入を大きく下回って

いる。とはいえ，帖ラッキーかラッキー金星グル

ープの中核企業てある事実はだれも古定てきない。

企業の人刑化と株式分散の進行により｀ 3(）；：；とい

う基準が史柏に合わず，高すぎるのてある。こう

Bo 

韓国，"""""""""""""'""""'"""""""""""""""""'""""'""""""""""""'"""'"""'"""'"""""""'

した点を補うためであろう， 1990年に施行され

た屯1虫占規制および公正取引に関する法律施行令

（大統領令）」では，系列企業の基準として，株式

占有率30~;: に加えて，「同一人が役員の任免等に

よって当該会社の経営に対して影響力を行使して

いると認定される会社」を挙げている。

個人株主に代わって大株主リストを占領してい

るのは企業であるが．これは大きく金融機関，系

列会社，外国企業の 3つに分けられる。金融機関

の株式所イiはボートフォリオ投資であり，紆営参

与を目的としたものてはない。ラッキー金昂クル

ープにも系列の全融機閃があるが，ひとつも人株

tリストに登場してしヽない。この資料0)時，＼り，ては，

外国企業の株式所有は経営参与を目的としたもの

以外は許されていない。

大株主リストには金融機関と外国企業を除くと，

1つを例外（国際電線に対する大韓電線の7.3ぷ、前

者は後者に対する材料の侠給元てある）として，系

列会社以外の第二者介業が姿をみせていない。糸

列会社が他の系列会t1U)株式を持つことによって

クループとしての結合を図っているというのが．

ラッキー金星グループの株式所有の構造であり，

こく例外を除いてその他の企業クループでも同様

の方向をたどっている。

系列会社か他の系夕lj会社の株式を持つといって

も，日本のようにfllI I拉ち合いの形をとっている

わけではない。相I1:持ち合い（韓国では相li9:Ii貨

という）か•般的になし'•なかったとしヽうわけて

はない。現行の「独占規制およぴ公正取引に関す

る法律ーぱ相互持ち合いを明確に禁じており，経

過措置期間もすでに過ぎているか，資料当時は前

法による経過措i惰期間てあった。しかし，ラッキ

一金星グループかftlfi持ち合いをかつて盛んにし

ていたとはみられなし、。それより順繰りあるいは
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直列型の持株構造が析出される。すなわち，諒ラ

ッキー→金星社→ラッキー金星商事→金星電線→

ラッキー金屈→国際電線等々である,,

とはいえ完令な1fI列型になっているわけではな

く，特＇虻 U)系列会社がいわば持株会社のように他

のいくつかの系列会社の株式を持つ．すなわち並

列型の持株構造もみられる。第 3表によると，株

ラッキーが 5社，金星社か 4社の株主になってい

る。その他の会社は 1社，せいせい 2社の大株主

にすぎない。このように直列型と並夕lj氏リが併存す

るラッキー金星クループの系列会社の拉株構造を

図ホすれは，弟 l図のとおりである

問題はその間接支配の程度，具氏 ・l"Jと系列会

社によるグループ内の個々の企業の株式に対する

持株比率である。これは当該企業の株主名簿を丹

念に検討する以外に知ることがてきない。先に引

用した服部によると， 1982年当時のラッキー金星

グループの 1．場企業13社の株式に対する貝氏視放

と系列会社の持分比率は，平均して20.64~\~ と他

のグループに比べ格段と低いものてあった (l(）大

グループ中の最低）。個別会社ごとでは，金星電気

の8.02~'こを始め外国企業との合弁会社のそれがお

第 1図 ラッキー金星グループ系列会社の持株構造

（株）ラ・I \—— ～ ←ラッキー系材¥̀ ロロニ釜山投資金融

ロ／‘:：こ／国際電線
ラッキー令柑．l柑．9li 金）t．機屯

（出）l｝i) 『 1場会社投資ガイド』 1991りkk令）収
（注） 矢印の起点の企業は終点の企業の株lてあ

ることをぷず，

しなべて低く，韓国鉱業製錬（現ラッキー金属）

の45.3らなど非合弁の後発会社のそれか高い。主

カの昧ラッキー，金早社，ラッキー金星麻，#は18

~20年で両者の中間あたりに位置している。その

後は既上場会社の増賓によるさらなる分散を，後

発会社の新規 l”．場かtu殺したため，全体的には大

きな変化がなかったのではないかと推定される。

韓国政府は，企業グループ会長一族と系列会社

のグループ内企業に対する株式所有を「内部持分」

と規定し，その比率を算定公表している。 1991年

4月現在の61の企業グループの内部持分比率は‘Ii.

均46.9ぷである。 4大クループでは現代グループ

の67.8;はを最的に，以卜•—星グループの53.2し＾，

大宇グループの50.4：：ふと続き，ラッキー金星グル

ープは38.3：：ふと最低である。 10大グループをとっ

てみても，ロッテグループの23.6ぷに次ぐ低い数

字となっているぼ6)。この数値は上場されていな

い多数の系列会社を含むもので，上の上場会社の

1982年の内部持分ltン年20.6ぷを大きく上iIIlってい

るのは当然てある。

以上のように，ラッキー金星グループに対する

具氏一門の株式支配は，形態的には初期の親族に

よる直接支配から今日では財団や系列会社の持株

を通した間接支配へと大きく移り変わり，持分比

率においては糸夕ll会社を次々と上場しなから次弟

に低下させてきたということができる。

2. ラッキー金星グループにおける経営支配

(1) グループ統枯と各社経営

企業グループにおける経営は，形式的また概念

的にはグループ傘下の個々の企業の経営（以下，

各社経営という）とグループ全体に対する統括（以

下，グルーブ統枯と t>う）に分かたれる。クルー

プの成長の端緒においてはこれらは渾然什体てあ

る。やがて．個々の巾業が，区画整理された巾業

81 
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項目から分離された事業部門へ，さらに自律的な

ili業主体へと変遷するにつれて，明確に区別され

ていく。もちろん，形式的な組織の在り方と実質

的な独立比自立性は一致するとは限らない。グ

ループ統枯の力が顕著でその影響が各社経営に此

接及んでいるような場合には，たとえば各社の社

｝之は本質的にはせいせい部課長程度の機能しか発

揮することができない。

（松ラッキーがまだ具仁合の個人企光てあった

1966年頃までのラッキー金星グループの経営は，

楽喜化学工業社，金星社，韓国ケーブル工業，半

島商事，釈喜油脂エ架，楽喜ヒニール l〗．業，国際

新報等次々と新会社を設立していったもの(1), そ

の実質において同一会社内の事業部門のようなも

のだったのではないかと思われる。上記各社の創

業時の舒営帥をみると，第 4表U)とおり！！仁會U)

兄弟と息、［，姻戚の計家の兄弟，それに削業初期

からの何人かの社員たち（創業功臣）が一体とな

')て経営に携わっていたことか知られる。

具仁合は全社の社長を兼ねており， これは1966

什まで変わっていない彼か文字どおりtl長とし

て八面八臀の活躍をしていたとも思われない。一

第 4表 ラッキー危り［グループ各社の削業時の

経営陣

.．.  ......—• → ●．・

介党名 ltl長1副社長j認他丁創業り

l．楽喜化学 具L會 1具貞會許準九 1947 

2．半島商事 具｛會具哲會許準九
貝‘l'合 1953 

ふ金星村 田會具貞行許準）LI 1958 
4．楽喜油脂 具仁會，具哲會 1959 

5韓国ケーブル 田會 H泰會洪性彦 1962 

6楽喜ヒニール 川會貝貞令 1962 

7．国際新報 具仁會徐廷貴 ，1｝誓

（出所） 金星社25り史編纂委員会『金杞tl:25年史』
ソウル 1985年。
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門の最高意思決定者としての象徴的意味合いがす

でに与えられていたに違いない。削業時のその他

の重役陣には一門から具仁會の兄弟と許準九の名

のみがみられるか，社勢の拡大と・上門の人材の成

長のもとで具氏の 2世や許準九の兄弟たちが続々

と重役に就任する。また，韓国ケープル工業の股

立に際してアメリカ第八軍購買処の補佐役たった

洪性彦がスカウトされたように，少数の実務経験

者か外部から迎え入れられた。貿易会社にいた"

焼絃と UNKRA(United Nations Korea Recon-

struction Agency)に勤務していた朴勝燦がそ U)

代表的な例である。 1960年代中盤までのラッキー

金星グループの経営陣の範囲は． 62年12月現在の

金星社の株主リストによっても窺うことがてきる

（第 5表参照）し・

貝仁合とその親族が60.7応，許氏の親族か20.7

乞と具＾門が81.4ぷの圧倒的多数を占め，非視放

株主は18.6ぷにすぎない。しかし，これが同時に

経営支配の実態たったとは思われない。外部から

スカウトされた人々はその実務経験と行政方面と

の人間関係からfIl当重要視されたに違いない。

1966年にラッキー金星クループはその経営組織

において画期的な再編成を実施した。「会長制度」

の導人，すなわち各社経営とグループ統括(/)怠識

的な分離（層化）である。具仁會は楽喜化学工業

社と金柑社の会長となり，各社の経営は具貞行，

許準九らに任せることにしたのである。一方1965

年に楽喜ヒニール工業を楽喜化学［業社に吸収し

たのに続き，韓囚ケープル＿l:業を金吊社に合併し

た。また， 1968年には楽喜油脂工業を楽喜化学工

業社に吸収し．ラッキー金岸グループの経常を!#

実上，楽喜化学工業社と金星社の 2社に統合した。

層化と統合を並行させた経営の内編成の意義に

ついて，『金星tf25年史』は，「それまでの家族中
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第 5表 金岸社の株］；リスト (1962年）
~ ~ ~、- 一········呵• 9 ~ ~”『呵”‘””‘•

株 t 名 持ち株数
← ~ ~”會~十 r書ヽーヘししししし し 一• -

田令 | 68,000 

具滋曝 12,000 

―― ―
-

.t. 

苔
"
-

合

合

會

會

一

九

九

几

貞

竹

泰

平

小

一

鶴

準

慎

貝

貝

具

貝

ー

許

許

計

小 at
李淵斗

金柱弘

朴勝燦

Jtt}｝蝕

文撲

~• ▼ J．→ •一

小計

合―~:....t 

3G,OOO 

30,000 

19,000 

17.000 

182,000(60.7) 

29,000 

29,000 

4,000 
.~ --• -- -------

62, 000 (20. 7) 

12,000 

12,000 

12,000 

12,000 

8,000 
.．-• -----

56, 00008.6) 

300,000 

（出所） 第 4表と同じ (272ペーシ）。
（注） かっこ内の数値はシェア（％）。

心的な親政体制から脱皮して，能率的な経営を指

向」したためと解説している lit:7)。多数の兄弟と

姻戚，そのそれそれの 2世たちの成長は，一方て

は新しいエネルギーの注入であるが，外部登用重

役と(})微妙な関係も加わり，グループ(})力が逆に

拡散する恐れも出てきたに違いない。少なくとも

最高怠思決定の中心点を制度的に明確化すること

によって，グループの統合を保障しようとしたの

ではなかったか，ごのことは間もなく全長の死去

によって現実のも(})となった。

(2) グループ統括

1968年にグループ統括のための専門機構が構成

された。会長直轄の「企画調整室ーである。会長

職の設附が単なるグループ統合のシンポルではな

く，独自の機能を発揮できるように保障する補佐

機関である。翌年の蓮庵文化財団の設立は，一門

による企業所hを確保するひとつの手段であった

ばかりてなく，会長の権威を支持する基盤になる

という密かな狙いもあったのではないか。

当時会長と企画調幣室がいかに機能していたか

は明らかにしえないが，貝仁會の一門の家長とし

て0)，そして経営者としての実績に基づく個人的

権威からみて，それ以前と大きく変わったという

ことはないと思われる。

1968年iこクループの製造業部門は楽喜化学工業

吐と金星社の 2社に統合されたが，その後70年ま

でに湖南精油，金星通f・,;，金星屯線の 3社を新設

した。これは外国企業との資本提携，技術提携な

どの必要性から独立経営としたほうが都合かよか

ったからであるが，一方では会長職能の定着によ

りグループのエネルギーの拡散を腐すことなしに

まさに「能率的な経党」が実現されるとみたから

でもあろう。

1969年末に貝仁合は62歳の若さで死亡した。た

だちに会長職を誰か継ぐかということが問題にな

らさるをえなかった。韓国の家系継承の仏統から

いえば長男の具滋晴で問題がないはずだったが，

具仁會の兄弟たちがまだ働き盛りでいすれも経営

の一線で活躍中であった。「長幼0)序j もまた韓

国では尊璽されなければならない価値である。

艮子継承か具氏一門の結論てあった。その代わ

りに具f：會の兄弟，許準九，それに「創業功臣」

を代表して金柱弘と朴勝燦とから構成される「運

営会議」か没附された。形式は長f継承たか、グ

Jレープの最高意思決定は協議制をとるというもの

てある。また、会長補竹機構の企画調整宰長には

2番目の叔父に当たる具貞會が就任した。ラッキ

一金早グループのモットーは「人fll」であるか，

83 
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まさに 2世と叔父，外戚， 1t¥lj業功臣」間I})fllを

図るための措附てあった。

運営会議は後にグループ会長団およひ顧問会議

へと編成替えされて，事実上グループ統括ーグル

ープの最高、意思決定機関の機能を果たしてきた（｝

構成員は本人I})死亡などで移り変わっており，た

とえば1984年と87年の間においても第 6表のよう

な変化があった。

今日のラッキー金星グルーブI})グループ統括糾

織と役割については，「経営淑単」によって明文

化されている。文末に参考資料として訳を載せた

I})て，詳しくはそれに譲ることとする。

会長については，「グループ価値の象徴として

CUが自律的に発展することができる基盤の構築

とグループピジョンの達成を使命とする」（「経営

姑汀;t」第 4条）ときわめて抽絞的に位置つけられ

ている。ちなみに CUとは 1,li業文化単位 J,')[

際には個別法人を指す用語である。会長は，その

r使命」を達成するために諮問機構と会長直轄組

織を持っているか，この諮問機構0)内容から逆に

会長の役割が窺い知られる。

第 6表 ラッキー金星グループ会長団・顧問

198,1 

会長団 会長 具滋曝

副会長 許準）L 謹準九

I 9 9l 貝平合 H‘|；～合

| I Il 許伯）L 許伯）L

I 1 9l 具滋学

顧問 顧間 只泰會 具泰會

|9 i] 貝滋春

常1r紺t|Hl •井灼紗、

| I Il 車h焙 車1i陪

| 9 9 l 金谷昇

（出所） 第4表と 1li]し (875ページ）。卦コ140年史
編纂委は会『叫叶40年史』ソウル 1987年
846ページぃ
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すなわち，経営政策に対してはグループ政策委

員会と監壺委員会，人巾政策に対しては社長評価

委員会と人事諮問委員会を構成するとしており．

クループの将来計画の作成とグ1レープ幹部要員の

人＇ドが会長の主要な役割であることか知られる。

事実l;，各社の命脈を常握することになっている

わけである＿

会長の補佐機関はかつては企画調整室に一元化

されていたか，「経営憑章」（第 7条）では会長宰，

秘占室，監査室およひ「経営サーヒスを提供する

組織j と細分化されているここれらは会長だけで

なく，各諮問機構の巾務局をも兼ねるものである，9

会長,,,｛轄組織は，指押系統は完全に独立している

か，形式的には柏ラッキー本社の一部となってい

る。

(3) 各社経営

1966りの会長職の設附は「家放中心的な親政1本

制からの脱皮」が目的だったという。上にみたよ

うにグループ統括の次元ではむしろl(n族継承と親

族の間い込みが制｝庄化された観かあるが，他面各

社経営が親政体制から解放される契機になったこ

とは間違いなし％

ラッキー金星クループ主要会社(/)社Kは，第 7

表のとおりである。削業者具｛~：合以来の親族は具

氏と許氏であるが． 2世， 3世のなかの女子との

縁組で親族になった人々を識別することはできな

い。他の財閥の例からみてもいないはずがない。

lfll緑か人間関係の強｝］な接着剤となっている社会

て，娘婿は優秀な人材を吸収する重要な手段であ

るからである。しかし．婿蓑子の伝統のない韓囚

ではとんなに優秀な娘術でも親族止団の中心を占

めることはない。企業経営の世界における彼らの

位置づけは縁戚関係のないままに抜擢された人材

と人きな差がないと考えられる。削染者の外戚に
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第 7表 ラッキー金星グループ各社の社長（代表理事）

企 業 名

1. （松ラッキー

2. 国際電線

3． ラッキー金星商事

4. 金星社

5. ラッキー火災海上I)

6. 金星電線

7. 金星部品

8. 湖南精油

9. ラッキー素材

l(）． ラッキー証券

11. 金星通信

12. ラッキー開発

l:L Jc星アルプス電f̂

14． 林 LG流通

15. 掬ラッキー金属幻

16. 釜山投資金融

17. 金星計電

18. 金星精密

19. ラッキー石油化学

20. 危星機電

21. ラッキーエンジニアリンク

22． 印星情報通信

23． 金星ハニウェル

24. 誅 LGアド

25. 麗水エネルキー

26. 金星ソフトウェア

27. ラッキー金星経済研究所

28. 誅 STM

29. ~星産電

3(）． ラッキー油化

3l. LG信用カード

32． 科星観光開発

収． 位星エレクトロン

1991 

-lli恨善

貝滋盛

T辰喚

李憲祖

李徽永

洪鍾善

孫基洛

具斗會

洪海竣

朴佑萬

白fl:英
貝滋尤

李鍾秀

！！滋允

洪鍾i・:

許I菊穆

成基梨

安致涌

成在甲

位合水

全大基

鄭壮皓

19I龍均

（t敏煕 ， 

金鍾環

黄 L鳳

車東世

金永泰

李喜鍾

朴柑鏑

李載淵

iぅ利喚

文止喚

- --←ー～ ー・

-···•-~-~~-
1987工□5函――-

しし●し し

許慎九 貝滋学

朴尤根

李憲相 李憑tu

具滋学

崖善来

文撲

金志柱

貝平會

韓聖甲

李建中

林鍾珠

具滋Jじ

朴暢成

白石柱

朴佑萬

白重英

金榮浩

許慎九

洪鍾善

韓泰煕

申龍均

ド圭L

李正基｝）

Ii'嘩）L

車和俊

文撲

具滋斗

具平會

韓聖甲

李建l1J

李載淵

洪性彦

沈興），＇i

白石柱

文聖能

崖善米

金栄浩

具滋｝L

韓泰煕

韓泰煕

ドlこし

1976 

許慎｝L

具滋斗

朴勝燦

趙泰浩

刀媒絃

崖享＿奎

姜基‘:f

（出所） 『ラッキー金星1991』ほかによる，

（注） 1) 1988年，汎韓火災海上保険より商号変更0 2) 1989年．韓国鉱業製錬より

商号変更。 :1)1988年c

すぎないり1氏との長期的な共同経常は、韓1J..1ては ft!:, 3世にもそれか適Illされているとは思われな

ほとんどみられなし湘例外である。その例外が紺拉 し％

されているラッキー金星グループてはあるか， 2 第 7表にみるように， 1991年具氏とi'f氏が社長

8ぅ
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の地位を占めている会社は 4つだけである。しか

もグループにおいては必ずしも中核とはみられな

い会社はかりてある。 2大中枢会社てある昧ラッ

キーと金早社もこく最近まで両氏の親族か交代で

独占してきたといえる社長職を他氏に譲っている。

各社経‘営においては，人材面に関する限り， ,,ij族

的色彩がほとんど影をひそめているといっても過

言ではない。

しかし，各社経営の自律性がどれほど保障され

ているかは別問題である。 1991年にラッキー金星

グループのi：要会社の重役はソウルて会1tllし，

「自律経営体制) (})確立を宣言した。会長と各系

列会社社Kの間て，自律経営を保障する詑書を取

り交わしたというのであるけ 8)。このような催し

が行なわれたこと自体，自律経営が行なわれてい

なかったことを示している。

先に引用したラッキー金星グループの「経営憲

章」においても，各社経営の自律性か明確に規’虻

されている，すなわちその第 3条は「ClJKは，

株主総会の決，1義を根拠にして経営に関するすへて

の権限を持ち……経営の最高責任者として事業に

関するすべての責任を負」うとしている。かつて

幹部候補生（大卒職員）の採用と社内教育はグル

ープレベルで行なっていたか，人材の内部育成は

おろか後継者の行成も CU長の責務とされている。

しかし力， ,,ijじ憲章（第 4,6条）か人材開発

委員会による統朴的な人事管理，会長による後継

者の選定を規定している。また，ラッキー金星グ

ループでは「人和苑ー（ラッキー金星人力開発セン

ター）というグループレベルの研修機関が運営さ

れている。グループ統括と各社経営の区別と同様

に，社内の人材肯成とグループの人材開発の分業

韓国，199999999991999999999999911999919999999191[IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII991919991999999999999999999999999999999919991119199111199999199919199999911

問題は最高人事権である。各社経営の最高責任

者の人事が「自律的」に行なわれる保証がないと

ころでの白律経営には自ずと限界があるとみるべ

きである。多少性格か違うかもしれないか，韓国

の都市銀行における経営自律化問題がよい例であ

る。韓国の都市銀行は1980年代初めに民fi化され

たか，経営の自律化はその後もなかなか根づかな

かった。人事が事実上，財務部の意向にそって行

なわれたからである。現在でもその傾向を引きず

っているのではないかと思われる。ラッキー金星

グループの「経営憲咽」もできたばかり，自tt化

宣言も発せられたばかりであり，事の成否を判断

するのはまた先にすべきであろう。

（注 l) 服部民夫「現代韓国企業の所有と経営＿

つ財閥』系企業を中心として一一ー （「アシア経済』 第25

巻第 5• 6号 1984年 5• 6月） 148ヘーシc

(il:2) 許氏は具1：令の妻の出身家系てあり， 1：會が

商業活動を始めたときから，密接な協力関係を維持して

きた。今11にわいても，貨金面．経営面で貝・ 99fi-|I1,J家は

--1本となっており， 1,1,j家を合わせて具氏一門とみなして

もよしヽ と忠われる，

(tt3) 『ラ •I キ -40iJ:: 史』 214ペーシ。

（注 4) 朴東洵『財閥斗早叫」 ［財閥のルーツ］ 、ノウ

ル 1979年（再版） 35ペーシ。

（注 5) 韓国の「独占規制および公正取引に関する法

律施行令（大統領令）」は，「同一人」を 8親等以内の親

族および 4親等以内の姻戚を包含する親族姻戚集団と定

義している，、

（注 6) 『韓国ll報』 1991年9月17[l。

（注 7) 『位柑H25り史』 267ページ。

（注 8) 『韓国ll報』］991年9月1lH。

III ラッキー金星グループ成長の

ダイナミズム

は概念的には iiJ能かもしれないが，現火において 韓国の財閥かなぜ韓国工業化の主役になること

の使い分けは簡単ではないであろう。 ができたのか。今後とも主役であり続けることか
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できるのか。これは，財閥かいかにして成長した

のかを，いい換えれば財閥の拡大を支えた外的条

件と財閥の内部に育った潜在）j(/）双方を検，t寸する

ことによって罪解されよう。

1. 外部資源の動員

韓国の財閥と政権の関係を正面から取り上げ，

いまや古典的研究の位置を占める L・P・ジョーン

ス； r1J空壺『政府・企業・企業人と経済発展

韓国の事例研究一ー』は，韓国の企業家の役割を

"lenticular function"と表現しているは 1)。さま

さまな資源を動員し，組み合わせてひとつのビシ

ネスに結晶させる，ということである。労働力以

外の生産要素を外部，とくに海外から調達して急

速な［業化を柑進した朴政権時代の企業家．なか

ても財閥の役割を的確に表現していると思われるし

それではそのような外部資源を動員することの

できる力はどこから生じたのか。一占ていえば信

用である。信）廿は｛，｛用自体の中し（；すなわち累

積的な性格を打している。一／釘伍用を得た企業家

が急速に拡大する，グループ化する根本の原因は

ここに求められるい

{,il廿にもいろいろな種類かあると思われるか，

朴政権時代の企業家がもっとも必要としたのは政

権からの信頼である。企業家が外部資源を動員す

るとき，多くの場合政権によるスクリーニンクを

通過しなけれはならなかったからてある。

具仁會が朴政権から信用を得たのは，昧ラッキ

ーの実績である。すでにみたように． 1961年に処

澗対象とされた「1iE蓄財者」の一員に名をダllね

たのは，一面では企業家として評価されたことを

意味した。これを梃子にラッキー金星クループは，

屯線上業を皮切りに電カ・通に関連の施設や機械

器具の国産化巾業を数多く受け持っていった。こ

れらは工業化を支える社会的間接資本としてどう

しても必要なものである。同時に，公共の需要に

よって基本的に市場が約束される旨味があった。

政権に信用されずには参人の困難な巾業であった

ことは確かである。

政権による信用を背景に，ラッキー金星グルー

プは資金，技術などの資源を容易に海外から入手

することかできた。 1960年代末から70年代にわた

って．ラッキー金早クループは数多くの新製品を

送り出し，また少なくない系列企業を創立するが，

概して技術だけを単独で導人できる場合は昧ラッ

キーや金早社など既成(})企業によって製品化し，

資本提携を必要とするような場合は，新規（こ企業

を設立した。ラッキー金星グループは，海外の資

金や技術に依存しつつ．新しい産業あるいは製品

を韓囚の地に移植する姐体となったのてある。

ラッキー金星グJレープの海外資源の人手先は，

営業分野が多角的であるため多方面にわたるか，

資金，資本，技術のすへての面でII本か抜きんで

ている。とくに電機部門ではテレヒ，冷蔵庫，電

子レンジ等の主要品目，さらには今後のラッキー

金星グループのリーディンク・セクターとなるべ

き半潤体において． H立の技術的支援か大きい。

ラッキー金星クループにおいて，日立の技術は重

要な栄養源であった。

ところて，朴政権が期持したのは屯化学工業の

建設と愉出の拡大てあり，この 2つの課題を成功

裡に成し遂げてこそ財閥となりえた。ラッキー金

星グループも例外ではない。石油化学と重電機が

前者を代表し，ラジオやテレビが後行を受け持っ

にしかし，見逃すことができないことは，その

間にあっても国内市場で強い基盤を維持したこと

である。

昧ラッキーの主））l泊品であるプラスチック製品，

歯磨粉，洗剤類，金星社の主力商品であるテレビ，
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洗濯機．冷蔵庫などは国内市場でトップ(})シェア

を誇り．忍速な点要の拡大を享受した。これが巾

電機や石油化学等膨大な資金と高い技術を要する

巾業を可能とする信用の源泉たったとみるべきて

あろう。

2. 内部資源の蓄積

196(）年代， 7(）年代．そして80年代fiii平まて、(})ラ

ッキー金早クループの成長は，大きくみれは「外

延的批人 1 であり，外部資源に依{iしつつ祈製品，

新産架を次々と創出ー移植することを通して達成

されたということかできる。しかしいまやラッキ

一金星グループの総資産規模，従業員数，売上高

は幾何級数的に増大し，各社およびグループの組

織は整備されて紆営テクノクラート／曽か9I-}＜形成

された（，（松ラッキー（当時楽喜化学 l-．業社）は1956

年にはしめて大卒社員を公開採用したか(ii2)，彼

らかしヽまや紆営(})トップクラスに巫し 'I・ かってぎ

ている。

先に引用したラッキー金星グループの「経営憲

章」では人材の養成は各社の責務とされているか、

一方てグルーフレベルの人材蓑成機構，「人fll苑」

が設立連営されている。「人fll苑」は．新任者教

育，専門教fi．洵外派逍要員教育守をfll‘りしてい

るか，ラ ‘̀Jキー金附グループが成長過程で蓄積し

てきたソフトウェアを集大成し，いわば「ラッキ

一金星マン」の理念型を次世代に41き継ぐ作業を

果たしている。しかし，過去の経験を受け継ぐだ

けのラッキー令星マンでは真の人材となったとは

し吠えなし、。彼らは H々 の経営革新過相に投げ込ま

れ，鍛えられなければならなし％

1980{1代後‘I':に人って．ラッキー金柑クルーフ

の経営の重点は技術開発の・・--点に集中したかの観

がある。技術的革新は企業にとってはいわば乗用

車にとってのガソリンに比すべきものである。こ

88 
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れまでのラッキー金星グループはこのガソリン0)

大きな部分を海外からの供給に依存してきた C・多

分またまだ海外からの供給の菫要性は大きいと思

われるか，内部からの創出か近い将来決定的な役

割を果たさなければならない，というのが韓国の

政策当局ぱもちろんのこと各グループでも共通の

認識となっている。

ラッキー金早グループでは，主力企業の（休ラッ

キーが中央研究所のほかに高分子技術研究所存 5

つU)専門研究所，金星社が中央研究所・家電研究

所のほかに 4つの専門研究所と 5つの海外研究所

を運営しているほか．主要各社が各々研究所を設

立運営している。研究所の数は総計39にも達する。

1990年の研究開発投資は，グループの総投資額 l

兆8500億口の約 l分の 1に当たる4500億＇パてあるり

1991年の計画では6000億戸が計上されており，総

投資額に占める比屯も一層高められているり1i)0 

今後ラッキー金星グループの戦略部門となるで

あろう半導体の金星エレクトロンにおいて，最新

技術を導人するために日立と資本提携しなければ

ならなかったことに窺えるように，ラッキー金星

グループの技術））はまだ先進国のそれに及はない

のが現実てある。しかし，内部資源の蓄積に渾身

の努力を1姐けるにiく→ったという事実が甫要てある。

(i.E I) Jones, Leroy P.; ll Sakong, Government, 

Bmi}1し‘‘9(l叫 EnfrepreneurshipiII E(（）Ilomic Devel(IP-

”化11/:The Korean u1se,ケンブリ J シ（マサチューセッ

ツ）， HarvardUniversity Press, 1980年， 181ページ。

(i-i: 2) 『ラ、Jキー40り史』 155ヘージ。

(ii3) 『ラノキー :i~J,i 1991』 7ヘーシ。

結びに代えて

昨伝韓国政府の対財閥政策は「専門化」に集
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中している観かある。百貨店式に多角化している

経営を 2,3の分野に限定せよというものである。

財閥による企業クループの支配を止揚してー律に

各社経営を独立させるというものでもなく。かと

いって保留した会社以外は廃業させるというもの

でもないであろう。 2,3のものは「家業」とし

て持っていてよいか，残りは独りさせよとしし汀／i

丸化のようてある。

財閥の間には根弛い反対があるか，政府の要請

に応じて専門化する業種 (i1月i業体という）を・

応Illl答する程／化の対応は行なっている。政I付も怖

行突破にはいまのところ慎重である。間題は財閥

から切り離された会社か本当に自立てきるのか，

としヽう点である。

すでにみたように，ラッキー金犀グループd)こ

の問題に対する接近方法はひとつには各tJ:経営の

自律性の強化である。 t}］社を含め，各社の自律

化により「財閥休質」を少しても薄めてみようと

いうのてある。もうひとつ U)動きは，「財閥解休」

に備えた統合措置である。昧ラッキーとラッキー

索材の合併にみられるように， 1；,1系列の会社を統

合して将来U) I家業」部門を脹らませておくのか

狙いであろう。ちなみに， 1991年4月までに銀行

監督院に届けられたラッキー金星クループのth

巾党体は，（作ラッキー，金星礼，金星エレクトロ

ン（内定）たったという訊 IJo 

専門化政策のH的は，経済力集中の緩和を通じ

た常の均衡化，自律経営による企業の競争力強化

てある。しかし，企業グルーフの各社か真に 1’lir

経営を行なうことかできる能JJと態勢が整わない

でいるとしたら，•···-方で大企業における「財閥体

判」の強化，他j}て手放された介業における経党

)JU)喪失という齢悲のシナリオもありえないわけ

ではない。韓国政府の対財閥政策と各財閥の対応

の帰趨か注目されるか，この問題は稿を改めて検

"•Iすることとしたい。

(i!: I) 『韓国H報』 1991年 4月2l|l,

（新潟大学経済学部教授）

（参考資料〕

ラッキー金星グループ経営憲草

：前文〕

フッキー金星は．人問尊重の経営によって顧客のた

めのfiliil/！を創造することにより社会に貞献し．株主に

対する貞ifを尽くす。

ラッキー金星は，合理的な事業拡大を図り．自由市

場経済ドで顧客に学び顧客を助け顧客とともに発展す

る。よた，人間こそ[dli1直(/)源泉であるという信念を共

fiし9 +1|IL組頼関係を上台として個人(/)削意と自律を

尊重する組織述営と積極的な人材育成を図る C

個人は能力開発と技術の錬磨に努め，各自の使命を

達成すなこのような努｝］を積み重ね．ラッキー金射

は世作の一｀流企業集団として永続的に充展する。

第 1条（グループ）

1. グループは，事業文化単位（以下， CUという）を

日卜として会長を中心に経営理念を共1lし．自律紆

営を’だ践する企業集団てある。中央1中による一△｝じ

的な統合を目指さず事業ことに互いに異なる文化を

許容して各 CUが独立的に発展するものとする。

2. グループは．柑Ii貨本関係を持ち，グループのヒ

シ 1 ンとプランドを共fiする。グループは． CU,会

艮，グループ会議体およひ会長直轄組織を構成する。

各構成1：体は互いに独自性を尊重して信頼し，価値

を削辿することにより相互に貢献する。

3. 各CUは，グループに所属することによって事菜

経苗に関する卓越しに令体観およひ識見と実践能｝｝

を亨受する方，グループヒションの実現とグルー

プブラントの維持発展のために必要な役割を担当す

る義務を持つ。

4. グループは，地球Ili民として(1)|'l‘此と視野を持ち，

企業活動を通して自由経済体制を維持発展させ，池
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第 2条（グループビジョン）

21世紀に向かうビジョンとしてグループは 3つの方

向で事業を展開する。

1. 製造業では，顧客との関係強化を追求し，消費者

と密着した事業を果敢に展開する。

2. 3次光業ては，慨饒な生活の創造を11標としでl/1

報・金融産業を本格化し，巾場での先導的位附を雁

立するし）

3. ·~業の国際展開においては，世界［要l|I場て tfi

化 (insider化）する。

第 3条(CultureUnit: CU) 

l． 事業の自律的運営を実践する経営体は，同一の事

業文化を持って共通の経営システム下で効果的運営

が可能な紆営単伯とし， これを事業文化単fり(CU)

としヽう 3

2, 各cuは，その文化を根拠にした1凶業のt!f-1’'］性を

深め， l|i場てのリーダーを目指す。ボ業文化の継ポ

のために人材の内部育成を基本とする。

3. cu長は，株主総会の決議を根拠にして経営に関

するすべての権限を持ち，目標設定，事業範囲およ

び組織，経営資源の調達と配分を自律的に決定する c

cu長は，経営の般高責任者として＇＃業に関するす

べての責打を負い， CUビジョンの改定と'K現，後

継者育成，収益の確保とその向上に尽｝）する。

4. 各CUは対守てあり， cu間の取ヽ ｝Iは巾場価格／j孔

則を基本とする O cu間の事業直複や協｝）等調幣か

必要な事項は，相互自律性と信頻を土台として協議

し解決することを基本とする。 cuの協力企業に対

しても市場価格を基礎とした公正取引を原則として

共存共栄を指向する。

5. cuか事業を展間する過程で，異'['i的な事業文化

を確立する必要かあり経営の健全性か維持される場

合には，新しいcuを設置することかてき，必要に

より統合したり廃ltすることができるぐ9

第 4条（会長）

会長は，グループ価値の象徴として CUが自律的に
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の達成を使命とする。

1. 会長は，グループの理念とビジョンを確立し，こ

れを対内外に弘報することによってグループ全体が

共有するようにする。また， Cじ長との対話を通じ

てCじ別ピジョンの確立と実現を促進する。

2. 会長は， CU長が推薦する人事案を最終承認し，

ヒジョンを共fiし実現するのに適合した CU長とそ

の後継者を選i［して公Il：に評価し適切な動機付りを

行なう。

3. 会長は， Cし］か必要とする専門経営サーヒスを捉

供することにより，各cuの自律経営による発展を

支援し補元する。

第5条（グループ会議体）

会長の諮問機構として，経営政策に対してはグルー

プ政策委員会と監任委員会．人事政策に対しては社長

評価委員会と人事諮問委員会を構成して運営する。各

委員会は，多角的て内門的な検討と公正性を確保する

ことによって，会長の判断を助け会長の活動負担を軽

減することを目的とする。

1. グループ政策委員会は，会長か任命する委員で構

成し，グ）レープのビジョンおよび政策と会長直轄組

織の運営方針に関する課題の討議を使命とする。

2. 社長評価委員全は，全H:か任命する委員て構成し，

cu長の業紐を，沖価して将来の活動方針に対して助

言することを使命とする。社長評価委員会は．各委

員別に担‘11Cl]の iー要人物との面談と財務報；しに址

づいて， 1i策課題の逹成，後継者育成，経営T紹^、令

を中心に CU長を評価し動機付与案を作成する。

3. 人事諮問委員会は，会長か任命する委員で構成し，

各cuのcu長後継者候補選抜と育成案を審議して

会長に報告することを使命とする。人事諮問委員会

は，各 CUMの推煎人事案を接受して，各委員別に

担当 cu0)-t要人物との定期的な集中面談と人申汀

料を基礎に多角的に審議し検討する。

4. 監査委員会は，各cuの監事のなかから会長か選

任した監査委員で構成し＇グループの監査方針と監

査内容を討議する。監査委員は， cuの自己責任体

制確立による株主の保護を使命とする。このために
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監査委員は理事会に出席して経営動向を把握し，各

社の監査部署や公認会計士が実施する業務監査およ

び全計監査を監督して監査報告書を作成し意見を提

示する，9

第6条 (CU会議体）

CU内の会＂義体として，経営政策に対しては岬事会

を，人事政策に対しては人材開発委員会を構成して運

営する。両会議体は，多角的で専門的な検討と公正性

を確保することにより， cu長の自律経営確立と経営

責任遂行を補佐する。

1， 即’li会は， 11行法の規定により構成する cuu)齢窃

意忠決定機構として cuの社会的使命と l・要経営案

件を審成する c f刑h会には， グループ代｝くか出席し

てグループの枯本方針を反映し，監介委Hてある監

事か出席する。

2. 人材開発委員会は．経営者人材育成に関して cu
長を支援し，多角的な人事情報の把握と経歴管理計

画に対して審議して cuの長期戦略に伴う人材育成

を図る。

第 7条（会N:1打帖組織）

1. 会｝之1(1帖組織は，「自律経営確立のためU)価ilMill

造」を即念とするし’

2. 会長直轄組織は，会長室，秘書室，監査室そして

経営サービスを提供する組織から構成され．各組織

ごとの明確な使命を土台として独自的に運営する。

会長直轄組織は，広い視野と専門能力を確保し．会

長，グループ会議体および Cじに対して課題解決の

ための助， iとと援サービスを提供する U

3. 会長伯帖組織の連営方針，予算，茫組に関しては

グループ政策委ti会の審議を経て会Kか承品する。

4. 会長伯轄組織内の社員に対しては、各 CUと人'll

交流を行ない， とくに専門職に対しては独自採用お

よび内部育成径路を設置する。各組織長の評価は社

長評価委以会で，任員の選仔と評価は人事諮問委員

会て審議し会長が承認する，：社員の人事は各組織の

人材開発委員会で審議する。

第 8条（個人と組織）

1. グループを構成する最小単位は個人である。個人

か経営憲itを咋重しグループの一員としての杓持を

持って使命を遂行することにより，グループは発展

する。

2. 個人は，持っている能力を最大に発揮して組織か

ら付与された使命を責任を持って遂行し，その行動

に対して公正に評価される。

3. 個人は，組織の価値観とヒションを共有し，相lf

信頼と協力関係のもとて自らの創意と判断に従い業

務サービスの柑手方に対して最高の価値を提供する c

このために業務課題に高度の達成基準を設定し，能

力開発と技術錬磨に力を傾ける。

4. 組織は，形式主義を排斥し円滑な意志疎通に努め．

個人の使命．目標，業務の範囲を明確に提示する。

組織は，その使命に従い権限，情報，教育．人材．

資金等組織が保有している資源と能力を充分に提供

する。個人のh動およぴ成果に対して公正に評価し，

魅｝）のある業務の機会とIt当な報酬を提供する。

グループを構成するすへての組織と個人は，経常俎、

竜を遵守しなけれはならない。各組織と個人はこれを

尊重し，経営活動である戦略構想と組織運営から日常

の思考，判断，行動に至るまで共通の指針とみなす。

ラッキー金星は，経営憲章を制定してすへての構成員

に周知徹底させることにより，グループの創業精神と

伝統を受け継き永続的に発展する。

（出所） 『ラッキー金h'1991』[9

〔付記〕 次けは．沼的一郎「台南柑一ー『ハナナ

型』ヒシネス・グループの生成と展開 」を掲載

します C
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